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図4Rsの異なる配列のゼロバイアス抵抗の 図 5 抵抗の温度依存性とIV曲線から


















































I-IcsinO･C昔 ･去 ,V-土 壁2edt
ここでCは接合両端の位相差､Jc-=(2e/A)EJ｡すなわち位相差Oについて
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という有効作用を用いて経路積分を行うことで､この摩擦の効果を取りこむことができる｡
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